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手数料外

● 農業委員　19名（第7期 R2.8.1～R5.7.31）　　 （報酬8,785,200円）

● 農地の権利移動についての許認可や農地転用の業務を中心とした農地行政を行った。

● 12回の総会を開催し以下の案件を法律に定められた規定により審議、決定した。

● 農地利用最適化推進委員　36名（第7期 R2.8.1～R5.7.31）　　 （報酬13,586,400円）

● 農地利用の最適化のため、担当区域において農地利用状況・意向調査を実施した。

● 農地の有効活用のため、出し手と受け手の調整を行った。

●

　　　・受給権者数　　255人（令和5年3月31日現在）

決算事項別明細書 P87

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 農業委員会

中事業 行政経営の推進 一般会計

小事業 農業委員会費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業委員会費

当 初 予 算 額 26,715,000 円

予 算 現 額 27,563,000 円

決 算 額 27,446,216 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 609,432 円

人件費コスト  B 3.0人役 20,988,000 円 総事業費　　A+B 48,434,216 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農業委員会運営事務】 26,851,016円 6,360,000円 0円 14,232円 20,476,784円

申請件名 件数 面積(ａ)

3 条 所 有 権 移 転 47 1,443

3 条 賃 借 権 設 定 0 0

3 条 賃 借 権 移 転 0 0

3 条 使 用 貸 借 権 設 定 0 0

3 条 地 上 権 設 定 0 0

4 条 市 街 化 区 域 内 転 用 6 28

4 条 市 街 化 調 整 区 域 内 転 用 6 6

5 条 市 街 化 区 域 内 転 用 8 86

5 条 市 街 化 調 整 区 域 内 転 用 24 238

非 農 地 証 明 7 73

18 条 解 約 98 3,263

農業経営基盤強化利用集積等 1,783 32,350

農地の売買に係るあっせん等 0 0

【農業者年金運営事務】 595,200円 0円 0円 595,200円 0円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 6,360,000 円

一 般 財 源 20,476,784 円

農業者年金業務委託を独立行政法人農業者年金基金と締結し加入対象者への制度の周知・普及、受給者の
現況届・各種届出事務等を実施し農業者年金制度を通じ農業者の老後の生活安定に寄与した。　　

目
的

地域農業の構造改革の推進。担い手対
策。実態に応じた農業振興対策を行う。
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●タブレット端末単価（税込） 30,998円

●導入台数 18台

決算事項別明細書 P87

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 農業委員会

中事業 行政経営の推進 一般会計

小事業 農業委員会費 農林水産業費

事業開始年度 令和3年度 農業費

事業進捗度 － 農業委員会費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 720,000 円

決 算 額 557,964 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 557,964 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農業委員会運営事務】 557,964円 557,964円 0円 0円 0円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 557,964 円

一 般 財 源 0 円

　農地の集積・集約化に関する情報収集等の業務効率化を図るため、農地集積・集約化対策推進交付金（農業委
員会による情報収集等業務効率化支援事業）として全国農業会議所を経由しタブレット端末を導入した。

目
的

地域農業の構造改革の推進。担い手対
策。実態に応じた農業振興対策を行う。
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　●島根県市町村農林水産業振興対策協議会負担金

  ●その他推進事業（旅費、需用費)

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 農業総務費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業総務費

当 初 予 算 額 7,626,000 円

予 算 現 額 7,536,000 円

決 算 額 7,366,814 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 3,786,912 円

人件費コスト  B 2.1人役 14,691,600 円 総事業費　　A+B 22,058,414 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【比田いきいき交流館指定管理】 1,028,600円 0円 0円 114,938円 913,662円

【制度資金利子補給事業】 67,286円 33,643円 0円 0円 33,643円

　農業経営基盤強化資金の利子補給を行った。

【農業振興地域整備計画策定業務】 6,007,817円 0円 0円 3,408,863円 2,598,954円

【農業総務事業】 263,111円 0円 0円 263,111円 0円

98,000円

165,111円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 33,643 円

一 般 財 源 3,546,259 円

　比田いきいき交流館の管理運営により、地産地消の推進と地域情報の発信、地域の活性化と地域産業の振興を
図った。施設の改修を実施し、直売所等を充実させ令和5年3月にリニューアルオープンした。

　業務委託により、令和3年度に行った基礎調査の内容を踏まえた農業振興地域整備計画（案）の策定および付
図作成を行った。

目
的

各種団体、協議会等との連絡調整及び情
報収集を行う。
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決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 農業振興費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 143,870,000 円

予 算 現 額 177,573,000 円

決 算 額 164,098,024 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 9,790,965 円

人件費コスト  B 3.5人役 24,486,000 円 総事業費　　A+B 188,584,024 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【安来農林振興協議会負担金】 6,585,018円 0円 0円 6,500,000円 85,018円

【農業用廃プラスチック適正処理負担金】 831,068円 0円 0円 0円 831,068円

【農地中間管理事業】 14,426,796円 11,709,200円 0円 2,531,298円 186,298円

事業名称 交付対象面積(a) 交付金額(円)

地域集積協力金交付事業 4,200 10,453,200

経営転換協力金交付事業 476 476,000

担い手集積支援金交付事業 390 780,000

【地域おこし協力隊事業】 14,922,000円 0円 0円 0円 14,922,000円

地域おこし協力隊退任式 宇賀荘ひがし地区　活動の様子

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 111,264,531 円

一 般 財 源 43,042,528 円

　安来市農林業の維持及び発展のため、関係機関が一体となって急激に変化する農林業情勢に対応しつつ、必要
な取り組みを実践的に行った。
　●主な事業　①新規就農者支援事業　　②集落営農組織推進・支援事業　　③認定農業者育成・支援事業
  　　　　　　④担い手サポーター対策推進事業　　⑤担い手全般支援事業

　農業用廃プラスチックの排出量は、施設園芸等の普及により増大しており、健全な生産環境の保全を図るため
廃プラスチックの処理について、関係機関が連携協力して適正処理を推進した。

　農地中間管理機構からの業務を受託し、農地の集団化、経営規模の拡大、農業への新規参入を促進することに
より、農業経営の安定化を図った。

　地域おこし協力隊員を募集し、やすぎ農業サポートセンター支援（農業活性化支援）、宇賀荘ひがし地区の農
業活性化支援を実施し、協力隊員による地域課題の解決に向けた地域おこし活動を行った。

目
的

農業関係機関、団体との連携によって推
進体制の整備を行い、集落組織、認定農
業者及び新規就農者を将来に向けた地域
の農業担い手として位置づけ、生産性の
向上及び農産物の生産振興を行う。



　●産地生産基盤パワーアップ事業費補助金 　●水田園芸拠点づくり事業費補助金

　　補助率：国1/2　　1経営体　 　　補助率：県1/3　　1経営体

　　事業費7,540,000円（内補助金額3,770,000円）

【担い手経営発展支援事業費補助金】 8,074,000円 7,986,000円 0円 88,000円 0円

事業内容（事業主体ごと） 区分 県補助金(円)

育苗ハウス、作業ハウス、動力噴霧器、予冷庫 機械等整備支援 3,578,000 

動力噴霧器、運搬車 機械等整備支援 454,000 

トラクター、堀取機、農業用倉庫 機械等整備支援 1,888,000 

育苗ハウス 機械等整備支援 1,633,000 

いちごハウス内張（上面）開閉装置設置 改良・改修支援 433,000 

計 7,986,000 

育苗ハウス トラクター いちごハウス内張（上面）開閉装置

【ハウス等整備事業費補助金】 66,193,888円 39,313,331円 0円 671,667円 26,208,890円

いちごハウス 有機葉物野菜ハウス

【水田園芸推進事業】 15,270,000円 15,270,000円 0円 0円 0円

　　事業費37,950,000円（内補助金額11,500,000円）

自走型マニュアスプレッダー 乗用型タマネギ移植機

高畝式アスパラガス栽培ハウス6棟

　農業の新たな担い手の確保と中核的な担い手へ発展していくための支援を行うため、新規就農者が農業経営を
開始する場合に必要な施設等の整備費を支援して初期投資の軽減を図った。
  ●補助率:県1/3以内、補助金上限:機械等整備支援10,000千円、改良・改修支援2,000千円

　農業の新たな担い手の確保と中核的な担い手へ発展していくための支援を行うため、新規就農者が農業用ハウ
ス（本舗ハウス）を整備した際にその事業費に対し補助金を交付し、販売額の増加を目指す地域や産地を支える
中心的な経営体の育成を図った。
　●補助率：2/3（県1/3＋市2/9＋JA1/9）、ハウス整備棟数：7事業主体、ハウス16棟

　県の推進6品目（タマネギ・キャベツ・アスパラガス・ブロッコリー・白ネギ・ミニトマト）のうちタマネギ
について、面積拡大に向けた機械作業体系の確立が必要となるため、その導入経費に対して国の補助制度を活用
し支援を行った。
　アスパラガスについて、産地化に向けた面積拡大のため、ビニールハウス新設に対して県の補助制度を活用し
支援を行った。



※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

　●補助率:15% 補助対象経費(令和4年秋肥分):3,352,458円 内補助金額:502,845円 

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

【農業セーフティネット加入促進事業】 4,806,409円 4,000,000円 0円 0円 806,409円

区　分 件　数 保険料 付加保険料 計(対象経費) 補助金

既加入者 71件 6,919,260円 1,877,042円 8,796,302円 4,398,134円

新規加入者 16件 616,641円 199,917円 816,558円 408,275円

合計 87件 7,535,901円 2,076,959円 9,612,860円 4,806,409円

【肥料価格高騰対策事業】 502,845円 500,000円 0円 0円 2,845円

【安来市有機ＪＡＳ認証取得拡大支援事業】 100,000円 100,000円 0円 0円 0円

　新たに有機JAS認証を取得する1経営体に対し、有機JAS認証取得に要する経費の一部の助成を行った。

　●補助率：県10/10　事業費：198,902円（内補助金額100,000円）

【園芸施設整備事業】 32,386,000円 32,386,000円 0円 0円 0円

　●補助率：R4国58.35%　総事業費：61,050,000円（除税額5,550,000円）　補助金額：32,386,000円

R4年度整備　ミニトマトハウス

　新型コロナウイルス感染症等による減収など、農業者の経営努力では避けられない様々なリスクに備えるた
め、国の制度である農業経営収入保険に加入する農業者に対し、その保険料の一部を支援し、加入促進すること
で農業者の経営安定と農業の維持を図った。※補助率:1/2

　世界的な物流の混乱や近年の円安の進行等の影響における化学肥料価格高騰による農業経営への影響緩和のた
め、化学肥料の使用量低減に向けて取り組む取組実施者に対し、国、県の補助事業に合わせ、補助金を交付し
た。

※翌年度繰越額　補助金11,497,000円
当初令和5年春肥分も含め令和4年度中の交付予定であったが、国事業において申請期限が令和5年度に延長され
たため翌年度繰越とした。

　農業と観光の連携として収穫体験農園の取組を推進している中、県内外からの交流拠点になり得る島根県の東
の玄関口である中海干拓地（穂日島町）に、国の農山漁村振興交付金を活用し収穫体験施設の整備を進めてい
る。
　令和4年度は、ミニトマトハウス5棟、いちご育苗ハウス1棟を整備した。令和6年度までいちご栽培ハウス等の
増棟を進めていく。
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　●経営開始型（県10/10） 対象：1名　720千円/年×1名=720千円

　　※就農時年齢50歳以上

　●経営開始型（国10/10） 夫婦就農　2,250千円/年×3組 ＝6,750千円

夫婦就農　1,125千円/6月×1組＝1,125千円

その他　　1,500千円/年×5名 ＝7,500千円

その他　 　750千円/6月×1名 ＝　750千円

その他　 　125千円/1月×1名 ＝　125千円

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 新規就農円滑化対策事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 71,987,000 円

予 算 現 額 55,042,000 円

決 算 額 54,478,260 円

地　方　債 26,500,000 円

そ　の　他 456,889 円

人件費コスト  B 1.3人役 9,094,800 円 総事業費　　A+B 63,573,060 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【新規就農研修事業】 21,850円 0円 0円 21,850円 0円

新規就農研修者修了式

【新規就農研修滞在施設維持管理事業】 312,810円 0円 0円 312,810円 0円

　新規就農研修滞在施設の維持管理を行い、研修制度の充実を図ることにより担い手の確保育成を推進した。

【新規就農者確保・育成事業費補助金】 720,000円 720,000円 0円 0円 0円

　就農時年齢50歳以上の新規就農者に対して県の農業次世代人材事業（準備型・経営開始型）給付を行った。

【農業次世代人材投資事業費補助金】 16,250,000円 16,250,000円 0円 0円 0円

　　※就農時年齢50歳未満

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 19,970,000 円

一 般 財 源 7,551,371 円

　就農希望者を対象に1年間、指導農業士の圃場を中心に農業の実地研修を行い、農業技術及び農業経営力の習
得支援を行った。

　就農時年齢50歳未満の就農5年目までの新規就農者に対して、経営安定のため150万円/年（夫婦225万円/年）
に相当する額を給付した（令和3年度までに採択された者を対象とする）。

目
的

農業後継者の高齢化・担い手不足などの
課題解消のために、新規就農者を育成す
る。



　●就農準備資金（国10/10） 対象：1名　1,500千円/年×2名 ＝3,000千円

　●安来市下坂田町（いちご新規就農者用住宅）設計・建築工事　1棟　事業費28,894,800円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進入路道路工事　1式　 事業費4,950,000円

【新規就農者育成総合対策補助金】 3,000,000円 3,000,000円 0円 0円 0円

　　※就農時年齢50歳未満

【就農・定住パッケージ事業】 34,173,600円 0円 26,500,000円 122,229円 7,551,371円

進入路道路工事 就農者定住促進賃貸住宅（下坂田住宅2）

　農業への人材の呼び込みと定着を図るため、就農時年齢50歳未満の者に対して経営安定のため150万円/年に相
当する額を給付した（令和4年度以降に採択された者を対象とする）。

　UIターンによる新規就農及び地域定住の促進を図るため、新規就農者の受入を積極的に行っている下坂田町
に、就農者向けに定住住宅を整備した。
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諸収入

地目

超急傾斜農地保全管理加算

集落協定広域化加算

集落機能強化加算

生産性向上加算

・交付金額（基本分）

　 ・協定数及び農家数 ・加算措置

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 中山間地域等直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 175,213,000 円

予 算 現 額 174,143,000 円

決 算 額 174,075,709 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,832 円

人件費コスト  B 0.8人役 5,596,800 円 総事業費　　A+B 179,672,509 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【中山間地域等直接支払交付金交付事業】 170,519,680円 127,810,099円 0円 0円 42,709,581円

【中山間地域等直接支払交付金推進事業】 3,556,029円 1,190,000円 0円 8,832円 2,357,197円

区　　分 交付単価 加算項目 交付単価

急傾斜（1/20以上） 21,000円 6,000円

緩傾斜（1/100以上) 8,000円

急傾斜（15°以上） 11,500円

緩傾斜（ 8°以上） 3,500円

　　●令和4年度実績

交付対象面積 交付額合計 国負担額 県負担額 市負担額

8,337,254㎡ 170,413,654円 85,206,807円 42,603,387円 42,603,460円

集落協定 加算区分 対象面積 交付額計

集落数 参加者数 超急傾斜 890,703㎡ 4,849,752円

基礎単価（8割） 19 153 集落協定広域化 1,102,025㎡ 3,019,443円

体制整備単価（10割） 57 979 集落機能強化 4,697,365㎡ 9,922,908円

計 76 1,132 生産性向上 5,710,333㎡ 16,109,980円

集落協定の総会風景 ドローンによる防除作業

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 129,000,099 円

一 般 財 源 45,066,778 円

　農業生産条件の不利な中山間地域等において、集落等を単位に、農用地を維持・管理していくために集落協定
を締結し、多面的機能の確保や地域の活性化を図る農業生産活動等に対して、支援を行った。

　　対象者　　　　集落等を単位とする協定を締結し、5年間農業生産活動等を継続する農業者等
　　対象農用地　　農振法に定める農用地区域内に存する農用地で、急傾斜及び緩傾斜の一団の農用地
　　交付単価、加算措置　（円/10a）

田

3,000円
畑

区　　分

目
的

農業がもたらす多面的機能の維持のた
め、農業の生産条件が不利な中山間地域
における農業生産活動を支援する。
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　●安来地域農業再生協議会負担金

　●経営所得安定対策直接支払推進事業補助金

・経営所得安定対策 農業者数（のべ数）（人）

水田活用の直接支払交付金 193 99 70 362

畑作物の直接支払交付金 小麦 1 0 0 1

大豆 6 0 0 6

そば 4 4 0 8

なたね 1 0 0 1

収入減少影響緩和対策交付金 23 8 5 36

・肥料価格高騰対策事業（秋肥分） 農業者数（人）

肥料価格高騰対策事業 40 9 7 56

・水田農業経営安定推進対策事業（飼料用米面積拡大加算） 農業者数（人）

飼料用米面積拡大加算 15 1 0 16

・緊急水田園芸推進交付金事業（産地交付金　県枠（高収益作物）補填） 農業者数（人）

県枠（高収益作物補填） 5 1 0 6

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 経営所得安定対策直接支払推進事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 17,783,000 円

予 算 現 額 16,783,000 円

決 算 額 16,527,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,098,800 円 総事業費　　A+B 18,625,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【経営所得安定対策直接支払推進事業】 16,527,000円 12,527,000円 0円 0円 4,000,000円

4,000,000円

12,527,000円

安来 広瀬 伯太 合計

安来 広瀬 伯太 合計

安来 広瀬 伯太 合計

安来 広瀬 伯太 合計

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 12,527,000 円

一 般 財 源 4,000,000 円

　安来地域農業再生協議会において、経営所得安定対策直接支払制度の普及推進活動や交付申請等にかかる事務
を集落生産調整委員に依頼しながら円滑な事務を実施した。

目
的

関係機関との連携により、米の需給調整
及び経営所得安定対策直接支払推進事業
の円滑な推進を図る。
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決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 有害鳥獣駆除事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 20,930,000 円

予 算 現 額 24,347,000 円

決 算 額 22,968,798 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.8人役 5,596,800 円 総事業費　　A+B 28,565,598 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農作物獣被害防止対策事業】 5,586,500円 0円 0円 0円 5,586,500円

　防護柵等の購入費用の1/2以内の額を補助し、個人、営農組織等の自己防衛対策を支援した。

事業件数 総事業費(円) 補助金交付額(円)

107件 11,445,762円 5,586,500円 

種別 設置実績

防護壁(ﾄﾀﾝ) 2,518ｍ 

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ 6,259ｍ 

防護網(ﾈｯﾄ) 550ｍ 

支柱 7,308本 

電気牧柵 10,293ｍ 

爆音機 1基 

【有害鳥獣捕獲事業】 10,760,000円 0円 0円 0円 10,760,000円

  猟友会の行うイノシシ等の捕獲について補助を行い、捕獲の促進を図った。【交付単価：1頭　10,000円】

（捕獲実績）

種別 頭数

イノシシ 1,070頭 

シ　カ 6頭 

合　計 1,076頭 

【鳥獣対応関係委託料】 2,983,000円 0円 0円 0円 2,983,000円

【鳥獣被害防止対策協議会補助金】 1,000,000円 0円 0円 0円 1,000,000円

【その他事業】 2,639,298円 0円 0円 0円 2,639,298円

　会計年度任用職員報酬・手当・共済費、消耗品費

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 22,968,798 円

　野鳥における鳥インフルエンザ等の鳥獣伝染病の対応に係る野生鳥獣の死骸の回収・処分についての業務委託
及び市民からの駆除依頼対応の業務委託を行った。

　安来市猟友会、JA、NOSAI島根東部支所及び県・市等関係機関で組織する鳥獣被害防止対策協議会に対して、
国交付金と併せ、捕獲活動支援（捕獲機材の整備等）に係る経費の補助を行った。

目
的

鳥獣被害対策と有害鳥獣の捕獲を行い、
農作物の被害の軽減を図る。

防護柵　設置状況 電気牧柵　設置状況

ワナ設置講習会の様子 イノシシ捕獲状況
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　　●交付単価（10ａあたり）

　　●令和4年度実績

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 環境保全型農業直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

当 初 予 算 額 4,290,000 円

予 算 現 額 3,182,000 円

決 算 額 2,840,097 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 4,239,297 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【環境保全型農業直接支払事業】 2,840,097円 2,126,430円 0円 0円 713,667円

　　●支援対象となる取組(化学肥料･化学合成農薬を慣行栽培から5割以上低減する取組みとの組み合わせ)

　　　堆肥の施用、カバークロップ（緑肥）の作付け、有機農業、冬期湛水管理　等

対象取組 単価

堆肥の施用 4,400円

カバークロップ 6,000円

有機農業 12,000円

冬期湛水（畦補強・堆肥施用） 8,000円

冬期湛水（湛水のみ） 4,000円

取組区分 対象面積 国1/2 県1/4 市1/4 交付額

堆肥の施用 1,431a 314,820円 157,410円 157,410円 629,640円

カバークロップ 150a 45,000円 22,500円 22,500円 90,000円

有機農業 1,071a 642,600円 321,300円 321,300円 1,285,200円

冬期湛水（畦補強・堆肥施用） 128a 51,200円 25,600円 25,600円 102,400円

冬期湛水（湛水のみ） 1,820a 364,000円 182,000円 182,000円 728,000円

合計 4,600a 1,417,620円 708,810円 708,810円 2,835,240円

カバークロップ（れんげ） 冬期湛水

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 2,126,430 円

一 般 財 源 713,667 円

　平成23年度からスタートした支援対策であり、令和2年度より第2期対策が開始。地球温暖化防止、生物多様性
保全等に効果の高い営農活動に取り組む農業者に対し交付金を交付した。

目
的

環境保全に効果の高い営農活動を推進
し、農業分野において地球温暖化防止や
生物多様性に貢献する。
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　●安来地区出品対策協議会負担金　3,400,000円

　●しまね和牛生産振興事業繁殖雌牛更新対策事業補助金　1,900,000円（補助率：県10/10）

　●第12回全国和牛能力共進会旅費　248,280円

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 畜産業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 畜産業費

当 初 予 算 額 13,282,000 円

予 算 現 額 37,283,000 円

決 算 額 27,999,140 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.9人役 6,296,400 円 総事業費　　A+B 34,295,540 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【島根県畜産共進会出品奨励費】 60,000円 0円 0円 0円 60,000円

【全共・全ホル共進会事業】 5,548,280円 1,900,000円 0円 0円 3,648,280円

【耕畜連携稲わら集草事業補助金】 1,826,100円 0円 0円 0円 1,826,100円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 18,900,000 円

一 般 財 源 9,099,140 円

　島根中央子牛共進会の出品者に対し、奨励金を支払った。（島根県種畜共進会は新型コロナ感染予防のため中
止）

　第12回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）に若雌区（第3区）で出品することに際し、安来地区出品対策協議
会に対して負担金を交付し、関係機関と連携した支援を実施した。

　しまね和牛の産地拡大のため、繁殖雌牛の更新および増頭により改良の進んだ雌牛への世代交代を促進し、そ
の事業を実施する経費に対し、補助金を交付した。増頭150,000円×10頭、更新100,000円×4頭

　安全かつ良質な国産稲わら・WCSを収集・梱包し、粗飼料として畜産農家へ供給した。
　　稲わら 2,000円/10a×73.6ha≒1,472,700円　　WCS 1,000円/10a×35.4ha≒353,400円

目
的

畜産振興対策事業や耕畜連携稲わら集草
事業等によりブランド化を推進するとと
もに畜産経営対策を行い、もって畜産振
興を図る。

令和4年度島根中央子牛共進会

第12回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）



※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

※翌年度繰越額　6,537,000円

申請件数：市内畜産農家（繁殖牛75軒、搾乳牛10軒、採卵鶏1軒）計86軒

対象家畜：繁殖牛444頭、搾乳牛284頭、採卵鶏20,000羽

事業期間：令和4年1月1日から令和5年3月31日まで

補助率等：「四半期毎の農家負担額」－「基準額(61,700円)」×1/2以内

申請件数：輸入粗飼料を月500kg以上購入する市内畜産農家（繁殖牛8軒、搾乳牛7軒）計15軒

対象家畜：繁殖牛163頭、搾乳牛239頭

事業期間：令和4年1月1日から令和5年3月31日まで

補助率等：「四半期毎の農家負担額」－「基準額(61,700円)」×1/2以内

【家畜衛生事業（畜舎消毒）負担金】 100,060円 0円 0円 0円 100,060円

　畜舎消毒を実施し、家畜の損害防止及び地域の環境衛生を図った。

【畜産振興対策事業補助金】 3,400,000円 0円 0円 0円 3,400,000円

【畜産飼料価格高騰対策事業】 17,064,700円 17,000,000円 0円 0円 64,700円

　●配合飼料価格高騰対策補助金　12,279,600円

　●輸入粗飼料購入支援補助金　4,785,100円

　飼料価格の高騰に対して、畜産農家の畜産経営継続を支援するため、県の緊急支援事業と協調して、農家の実
質負担額増加分の一部を支援した。

  ●優良牛保留導入事業　（1頭100,000円以内）　25頭　2,200,000円
　　　優良牛の保留導入を促進させ、ブランドの確立を図った。
　●優良牛選抜検定事業　（1頭2,000円以内） 3,973頭    200,000円
　　　乳用種牛の牛群検定を行い、乳質の改善・向上を図った。
　●優秀精液導入事業（1本7,500円以内）　      44本    150,000円
　　　優良牛の優秀精液の導入を行い、牛の改良・増殖を図った。
　●生産団体育成事業（1団体200,000円以内）　 4団体  　600,000円
　　　生産団体の研修活動等を支援し技術力・生産力の向上を促しブランド化促進につなげた。
　●受精卵移植推進事業（１回20,000円以内）　　94本　　250,000円
　　　受精卵の移植を推進する事により経営の向上と生産拡大を図った。
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国
県

　農業生産基盤の整備及び施設（水利）の維持修繕を行った。

　各種土地改良関係負担金及び農林漁業資金元利償還金、電気料金高騰対策交付金を支出した。

　　　●維持管理費

　　　●材料費

　　　●島根県土地改良事業団体連合会負担金

　　　●事業負担金

　　　●土地改良区運営負担金

　　　●農業水利施設電気料金高騰対策交付金

　　　●農林漁業資金元利償還金

　※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 農地費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 38,700,000 円

予 算 現 額 42,400,000 円

決 算 額 39,742,708 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 1.5人役 10,494,000 円 総事業費　　A+B 50,236,708 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農地費】 39,742,708円 1,987,000円 0円 0円 37,755,708円

5,480,233 円

846,770 円

800,000 円

3,509,950 円

10,400,000 円

384,000 円

18,321,755 円

上荒島用水路修繕 萱原水路修繕

中ノ谷水路修繕 西荒島ポンプ場用水設備修繕

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 1,987,000 円

一 般 財 源 37,755,708 円

目
的

生産性の高い農業条件整備を図る。
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目 05

A

県

過疎外

分担金

●安田地区耕地高度化推進事業 田面均平等機械器具 1式

●吉田地区耕地高度化推進事業 田面均平等機械器具 1式

●吉田地区農地整備事業 区画整理工 2.4ha 暗渠排水工 7.4ha、

補償費、換地費 1式

●宇賀荘第三地区農地整備事業 区画整理工 4.0ha 幹線排水路工 161ｍ、

補償費、換地費 1式

●飯梨地区農地整備事業 実施設計 1式

●下山佐地区農地中間管理機構関連農地整備事業区画整理工  補償費 1式

●安来地区中山間地域農業農村総合整備事業 実施設計 1式 用水路工 750ｍ

●大郷地区農村地域防災減災事業 橋梁上部工 1式

●安来地区農地耕作条件改善事業（ｽﾏｰﾄ農業） 自動操舵ｼｽﾃﾑ機能向上器具 1式

　ほか

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 県営農業農村整備事業負担金費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 320,600,000 円

予 算 現 額 337,499,000 円

決 算 額 337,486,805 円

地　方　債 117,100,000 円

そ　の　他 7,719,505 円

人件費コスト  B 1.2人役 8,395,200 円 総事業費　　A+B 345,882,005 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【県営農業農村整備事業負担金費】 337,486,805円 209,964,000円 117,100,000円 7,719,505円 2,703,300円

1,750,000 円

1,134,000 円

12,652,000 円

40,962,300 円

24,000,000 円

10,500,000 円

18,438,505 円

17,000,000 円

805,000 円

吉田地区 宇賀荘第三地区

下山佐地区 安来地区中山間（用水路工）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 209,964,000 円

一 般 財 源 2,703,300 円

　県営事業で農業生産基盤整備を行うことにより、生産コストの低減、流通体制の整備が見込め、地域農業の活
性化を図った。

目
的

農業生産基盤の整備を推進するとともに
組織的農業体系の構築を図る。
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項 01

目 05

A

使用料

　交通体系に即した農道維持により地域社会の生活環境の改善、利便性向上を図るため草刈等を行った。

　●維持管理費

　●材料費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 農道維持費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 6,218,000 円

予 算 現 額 6,218,000 円

決 算 額 6,152,993 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 325,125 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,798,400 円 総事業費　　A+B 8,951,393 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農道維持費】 6,152,993円 0円 0円 325,125円 5,827,868円

5,703,093 円

449,900 円

安能農道　除草業務 宮下農道　除草業務

笹刈農道　トンネル照明修繕 赤江農道　除草業務

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,827,868 円

目
的

幹線農道の維持管理を図る。
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項 01

目 05

A

使用料

　出雲織・のき白鳥の里及び、なかうみ農村公園の維持管理を行った。

　●維持管理費

　●施設管理委託料

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 農村公園管理費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 2,122,000 円

予 算 現 額 2,122,000 円

決 算 額 2,100,800 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 754,200 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,798,400 円 総事業費　　A+B 4,899,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農村公園管理費】 2,100,800円 0円 0円 754,200円 1,346,600円

899,820 円

1,200,980 円

出雲織・のき白鳥の里剪定 出雲織・のき白鳥の里剪定

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,346,600 円

目
的

地域交流拠点施設を整備することによ
り、市民の憩いの場としての利用価値を
高める。
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目 05

A

県

　●管理体制整備負担金

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 国営造成施設管理体制整備促進事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 6,257,000 円

予 算 現 額 7,207,000 円

決 算 額 7,207,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 8,606,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【国営造成施設管理体制整備促進事業費】 7,207,000円 5,908,500円 0円 0円 1,298,500円

7,207,000 円

中海干拓クリーンアップ作戦

揚水ポンプ逆止弁更新 加圧機場屋外配管修繕

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 5,908,500 円

一 般 財 源 1,298,500 円

　補助事業を活用し、中海干拓地安来工区で設置された基幹施設（排水機場等）の維持管理費の負担軽減を図っ
た。

目
的

営農者の維持管理費の負担軽減を図り営
農意欲を高める。
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項 01

目 05

A

県

過疎

分担金

　●設計委託料 （獺谷、稲積）

　●工事請負費 （広ごん寺ため池　排水路整備、箒原農用、山根）

　※翌年度繰越額

　大郷地区農道整備事業に伴い改良区間の未登記用地境界測量を行った。

　●測量委託料

　用水路について、老朽化により安定した用水供給が困難なため、用水路の改良事業を行った。

　●工事請負費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 土地改良事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 75,300,000 円

予 算 現 額 67,513,000 円

決 算 額 37,901,600 円

地　方　債 1,400,000 円

そ　の　他 4,274,000 円

人件費コスト  B 1.2人役 8,395,200 円 総事業費　　A+B 46,296,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農業水路等長寿命化・防災減災事業（防災減災対策）】 15,112,900円 15,112,900円 0円 0円 0円

5,358,100 円

9,754,800 円

広ごん寺ため池　排水路整備

27,616,000 円

　　資材搬入路及び資材置場の利用にあたり、土地所有者及び関連事業者との協議に不測の日数を要したため。

【農道整備事業】 1,212,200円 0円 0円 0円 1,212,200円

1,212,200 円

【下山佐地区農地耕作条件改善事業】 14,206,500円 9,800,000円 1,400,000円 2,800,000円 206,500円

14,206,500 円

下山佐地区用水路改良工事

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 30,071,900 円

一 般 財 源 2,155,700 円

　老朽化したため池 3箇所（獺谷ため池、稲積ため池、広ごん寺ため池）の廃止事業を行った。また、廃止した
広ごん寺ため池の排水路整備を行った。

目
的

計画的に農業施設(水路、ため池等）の整
備改善を図る。　



　●工事請負費

【農業水路等長寿命化・防災減災事業（長寿命化対策）】 7,370,000円 5,159,000円 0円 1,474,000円 737,000円

7,370,000 円

御茶屋川水門　自動開閉装置更新 別石揚水機場　除塵機更新

　国営代行干拓事業で譲与を受けた御茶屋川水門の自動開閉装置の更新、及び飯梨川沿岸地区県営かんがい排水
事業で譲与を受けた別石揚水機場の除塵機の更新を行った。



【繰越明許】
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A

県

過疎

　老朽化したため池 1箇所（広ごん寺ため池）の廃止事業を行った。

　●工事請負費

　用水路について、老朽化により安定した用水供給が困難なため、用水路の改良事業を行った。

　●工事請負費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 土地改良事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和3年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 0 円

予 算 現 額 8,840,000 円

決 算 額 8,826,100 円

地　方　債 500,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 8,826,100 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【農業水路等長寿命化・防災減災事業（防災減災対策）】 3,740,000円 3,731,300円 0円 0円 8,700円

3,740,000 円

広ごん寺ため池廃止工事

【下山佐地区農地耕作条件改善事業】 5,086,100円 3,500,000円 500,000円 0円 1,086,100円

5,086,100 円

下山佐地区用水路改良工事

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 7,231,300 円

一 般 財 源 1,094,800 円

目
的

計画的に農業施設(水路、ため池等）の整
備改善を図る。　
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A

　飯梨川沿岸の農業水利施設（水路、樋門、頭首工等）の修繕、維持管理を行った。

　●維持管理費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 飯梨川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 2,988,000 円

予 算 現 額 2,988,000 円

決 算 額 2,980,156 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 4,379,356 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【飯梨川沿岸水路整備事業費】 2,980,156円 0円 0円 0円 2,980,156円

2,980,156 円

下坂田潮止水門修繕 飯梨川左岸幹線用水路修繕

洞貫川古川地区除草業務 飯梨川右岸幹線上坂田地区除草業務

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 2,980,156 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により
安定的な用水の供給を図る。
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決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 特別会計繰出金費（農業集落排水事業） 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 364,224,000 円

予 算 現 額 382,361,000 円

決 算 額 378,304,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 378,304,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【特別会計繰出金費（農業集落排水事業）】 378,304,000円 0円 0円 0円 378,304,000円

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 特別会計繰出金費（簡易排水事業） 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 5,721,000 円

予 算 現 額 5,782,000 円

決 算 額 5,242,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 5,242,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【特別会計繰出金費（簡易排水事業）】 5,242,000円 0円 0円 0円 5,242,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 378,304,000 円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,242,000 円

目
的

特別会計繰出金費（農業集落排水事業）

目
的

特別会計繰出金費（簡易排水事業）
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決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業） 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 8,355,000 円

予 算 現 額 8,164,000 円

決 算 額 7,681,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 7,681,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業）】 7,681,000円 0円 0円 0円 7,681,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 7,681,000 円

目
的

特別会計繰出金費（小規模集合排水処理
事業）
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A

　伯太川沿岸の農業水利施設（水路、樋門、頭首工等）の修繕、維持管理を行った。

　●維持管理費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 伯太川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 616,000 円

予 算 現 額 616,000 円

決 算 額 565,735 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 1,964,935 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【伯太川沿岸水路整備事業費】 565,735円 0円 0円 0円 565,735円

565,735 円

横山水路法面修繕

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 565,735 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により
安定的な用水の供給を図る。
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国1/2
県1/4

諸収入

　農業が本来有する自然循環機能を持続・増進させるため、地域の農業者だけでなく、地域住民も含めた多様な

主体の参画を得て、資源の適切な保全管理を行うとともに、農村環境の保全等にも役立つ地域共同の効果の高い

取り組みを促進し、共同作業を通して地域コミュニティ力の向上を図った。

　●多面的機能支払交付金事業負担金

　●賃金、需用費等

　●負担割合 ●実施状況（R4年度末現在）

　　国：1/2、県：1/4、市：1/4 協定組織数：95組織（2,425ha）

農地維持支払交付金：95組織（2,425ha）

資源向上支払交付金（共同）：72組織（2,086ha）

資源向上支払交付金（長寿命化）：66組織（1,697ha)

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 多面的機能支払交付金事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

当 初 予 算 額 180,946,000 円

予 算 現 額 173,535,000 円

決 算 額 173,496,633 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 8,932 円

人件費コスト  B 1.0人役 6,996,000 円 総事業費　　A+B 180,492,633 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【多面的機能支払交付金事業】 173,496,633円 130,542,118円 0円 8,932円 42,945,583円

169,456,158 円

4,040,475 円

　　農地維持活動（草刈り） 　農地維持活動（泥上げ）

　　共同活動（サツマイモ植付） 　長寿命化活動（水路の再布設）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 130,542,118 円

一 般 財 源 42,945,583 円

目
的

地域共同による農用地、農業用施設等の
地域資源及び農村環境の保全並びに農業
用施設等の長寿命化を図る。
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A

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 林業振興費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 2,522,000 円

予 算 現 額 12,905,000 円

決 算 額 12,616,200 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.7人役 4,897,200 円 総事業費　　A+B 17,513,400 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【作業道補修改良事業】 398,200円 0円 0円 0円 398,200円

　森林施業に利用する市管理の作業道について修繕を行い、搬出間伐や保育作業の効率化を図った。

【木材産業活性化緊急支援事業】 10,513,000円 0円 0円 0円 10,513,000円

区分 件数 補助対象経費 補助金額 備　　考

設　備 4件　 1,947,560円　 1,168,000円　 製材用集塵機、水分計等

車　両 6件　 14,623,694円　 9,345,000円　 フォークリフト、トラック等

合　計 10件　 16,571,254円　 10,513,000円　

【支障木等維持管理事業】 552,000円 0円 0円 0円 552,000円

　本課所管の十神山および汐手が丘東山において、支障木の伐採や除草を実施した。

【その他事業】 1,153,000円 0円 0円 0円 1,153,000円

　森林GIS保守管理、森林・林業・木材産業分野各種協議会等負担金

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 12,616,200 円

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に起因する外材の輸入停滞等に伴う木材調達価格の高騰により、経営的
に大きな影響を受ける市内製材加工事業者の設備投資への支援を行い、市内木材産業の活性化を図った。（一般
財源の一部に森林環境譲与税を含む）

目
的

地域の特性にあわせた施策の実施により
地域林業の振興を図る。

導入設備（集塵機）導入設備（フォークリフト） 導入設備（トラック）

十神山 着手前 十神山 完了後 汐手が丘東山 完了後汐手が丘東山 着手前
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  ●森林経営管理制度推進業務委託料 1,686千円 ●森林経営管理集積化境界測量業務委託料 1,350千円

件数

3件

5件

3件

3件

1件

1件

16件

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 森林環境整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 31,645,000 円

予 算 現 額 35,615,000 円

決 算 額 21,299,810 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,098,800 円 総事業費　　A+B 23,398,610 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【森林経営管理事業】 3,036,000円 0円 0円 0円 3,036,000円

【森林ビジョン策定事業】 3,900,000円 0円 0円 0円 3,900,000円

【森林環境整備総合対策事業】 12,545,810円 0円 0円 0円 12,545,810円

補助メニュー 補助金額 備　　　　　　考

①林業機械等導入事業 1,520,000 円 ハーベスタほか4台

②既設森林作業道簡易修繕事業 1,473,000 円 8路線

③原木搬出作業道開設支援事業 1,894,000 円 3路線（総延長：1,894m）

④土場整備事業 2,400,000 円 4か所（総面積：3,115.2㎡）

⑤造林促進事業 114,000 円 植栽面積3.33ha

⑥原木生産促進事業 5,144,810 円 搬出材積3,690.570㎥

合　　計 12,545,810 円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 21,299,810 円

　(一社)島根県森林協会（森林経営推進センター）へ森林経営管理制度にかかる業務の一部を委託。また、上吉
田町地内の山林の意向調査に向け、外部委託により森林境界の測量を行った。

　しまね東部森林組合との連携のもと、島根大学の学術技術指導制度を活用し、森林整備の考え方や個別の林分
の施業計画策定について大学教員の助言・指導を受け、長期的な森林環境整備の方向性を検討した。

　森林の多面的機能の発揮と林業の成長産業化を図るため、メニューに沿った事業に補助を行った。

目
的

森林経営管理法を踏まえ、林業の成長産
業化の実現と森林資源の適正な管理の両
立を図るとともに、間伐や人材育成・担
い手の確保、木材利用の促進や普及啓発
等の森林整備及びその促進を図る。

林業機械導入【ﾌｫﾜｰﾀﾞ】 山土場整備【大塚町】 林内路網開設【広瀬町宇波】

会議風景 市内山林の視察① 市内山林の視察②



※( )内は補助対象

※一般財源に森林環境譲与税を含む

【市産木材利用促進補助金】 1,818,000円 0円 0円 0円 1,818,000円

新築 増改築 修繕 リフォーム 合計

件　数 6件　 1件　 0件　 1件　 8件

使用材積 51.3㎥　 6.7㎥　 0㎥　 3.8㎥　 61.8㎥(60.6㎥) 

　市産木材の利用促進を図るため、市産木材を利用した住宅の新築、増改築、修繕、リフォームに対して利用し
た市産木材の材積1㎥あたり30,000円の補助を行った。（1件当たり限度額300千円）
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諸収入

●白椿湖周辺（広瀬町布部）　

作業種：下刈（0.69ha）・不要萌芽除去（0.75ha）・作業道草刈（0.23ha） 円

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 造林整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 4,260,000 円

予 算 現 額 4,260,000 円

決 算 額 3,640,969 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 3,640,969 円

人件費コスト  B 0.4人役 2,798,400 円 総事業費　　A+B 6,439,369 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【分収造林事業】 3,267,000円 0円 0円 3,267,000円 0円

施業種別 実施面積 委託料 施行基準等

搬出間伐 3.80ha 1,485千円 間伐率30％以上35％未満、単木間伐

保育間伐 9.02ha 1,782千円 間伐率30％以上35％未満、残置本数1,500本/ha程度

【ふるさとの森再生事業】 297,000円 0円 0円 297,000円 0円

297,000

【その他事業】 76,969円 0円 0円 76,969円 0円

　需用費（消耗品費）

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 0 円

　島根県林業公社の分収造林地のうち、3箇所（1446号・1484号・1863号）において保育間伐を行い、1箇所
（1484号）において搬出間伐を行った。

　公益財団法人いづも財団からの寄附金により、森林病害虫被害等で荒廃した森林を広葉樹主体の健全な自然林
へと再生するための森林整備を実施した。

目
的

公社分収造林地の適切な保育管理を実
施。また、森林病害虫等で荒れた森林を
広葉樹主体の自然林へ再生整備する。こ
れによって森林の公益的機能の高度発揮
を図る。

保育間伐施業地　実施前 保育間伐施業地　実施後① 保育間伐施業地　実施後②

下刈施業地　着手前 下刈施業地　作業中 下刈施業地　完了後
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国
県

分担金外

●下刈　　　3.36ha（広瀬町下山佐 ほか6か所　荒廃林12、15～18号）

●下刈　　　6.51ha（広瀬町東比田　市行造林 安1号、広瀬町富田　市行造林 10号・11号）

●主伐　　　2.20ha（広瀬町富田　市行造林10号）：令和4年度～令和5年度（複数年度施業）

●雪起こし　0.65ha ●整理伐　　　6.10ha

●下刈　　　9.83ha ●人工造林　　4.64ha

●森林保険保険料（うち荒廃林分 0千円）

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 市行造林費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 24,550,000 円

予 算 現 額 16,925,000 円

決 算 額 16,924,601 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 907,400 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,197,600 円 総事業費　　A+B 21,122,201 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【荒廃林等整備基金協定事業】 1,485,000円 1,262,100円 0円 222,900円 0円

【市行造林事業】 1,441,809円 1,225,500円 0円 0円 216,309円

【早生樹モデル団地事業（市有林整備）】 13,749,191円 10,191,880円 0円 684,500円 2,872,811円

【その他事業】 248,601円 0円 0円 0円 248,601円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 12,679,480 円

一 般 財 源 3,337,721 円

　斐伊川流域6市町と斐伊川流域林業活性化センターとで締結している荒廃林等再生整備基金協定に基づき、森
林所有者と個別協定を締結した荒廃林等において保育施業を実施した。

　保育施業適期を迎えた市行造林地において下刈を実施した。また、利用期を迎えた一部の市行造林地の一部で
主伐（収穫事業）を開始した。

　市有林整備の一環として、まとまりのある市有林において複数年に亘る雑木の伐採及び早生樹を含む苗木の植
栽を計画。令和4年度は整理伐および一貫施業による造林や過年度植栽地における保育施業を実施した。

目
的

価値の高い森林の造成を図るとともに、
森林の持つ水源かん養、災害の防止、国
土保全、地球温暖化防止など、多面的公
益的機能の保全を図る。

下刈作業【広瀬町布部】主伐作業【広瀬町富田】 整理伐作業【広瀬町東比田】
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国1/2
県1/4

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 森林整備地域活動支援事業費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 9,000,000 円

予 算 現 額 9,000,000 円

決 算 額 9,000,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 10,399,200 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【森林整備地域活動支援事業】 9,000,000円 6,750,000円 0円 0円 2,250,000円

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 6,750,000 円

一 般 財 源 2,250,000 円

　しまね東部森林組合による飯生町、利弘町、柿谷町、折坂町および沢町における森林境界の測量に必要な活動
に対して、国1/2・県1/4・市1/4の割合で支援した。

目
的

計画的かつ一体的な森林施業を通じた適
切な森林整備を推進し、森林の有する多
面的機能の発揮を図る。

測量延長119,251.56m

上吉田町179.70ha

令和4年度 活動区域（着色域）

境界測量 作図作業境界立会

積算基礎面積200.0ha
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使用料

　林道維持により林業施設としての機能維持と、集落間を結ぶ集落道としての利便性向上を図った。

　●手数料

　●委託料

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 林道維持費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

当 初 予 算 額 1,040,000 円

予 算 現 額 1,040,000 円

決 算 額 1,036,470 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,106 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 2,435,670 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【林道維持費】 1,036,470円 0円 0円 4,106円 1,032,364円

249,970 円

786,500 円

林道廻谷中谷線道路除草業務 林道高木森木線道路除草業務

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,032,364 円

目
的

幹線林道の維持管理を図る。
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　中海におけるサルボウガイの養殖調査を委託し、安定的な稚貝の確保を図った。

　　　●委託先

　　　　　中海漁業協同組合

　養殖施設の整備に必要な経費を補助し、中海におけるサルボウガイ生産の推進を図った。

　　　●支援対象者

　　　　中海漁業協同組合

　　　●●対象事業

　　　　　養殖施設の整備に必要な経費

　　　●補助率

　　　　1/2以内

　　　中海のサルボウガイ 　　　　中海での作業の様子

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 水産業振興費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 水産業費

事業進捗度 － 水産業振興費

当 初 予 算 額 1,130,000 円

予 算 現 額 1,130,000 円

決 算 額 1,129,722 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 2,528,922 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【養殖調査委託事業】 369,722円 0円 0円 0円 369,722円

【養殖施設整備事業補助金】 760,000円 0円 0円 0円 760,000円

サルボウガイ人工採苗の様子

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 1,129,722 円

目
的

水産業の振興、漁業所得の向上及び安定
化、漁村地域を活性化し将来にわたる漁
業の持続的な発展を目指す。
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過疎

●養殖事業の取り組み状況

　 年度

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R元

R2

R3

R4

●養殖技術改善

●生産組織の強化

決算事項別明細書 P91

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興 一般会計

小事業 どじょう振興費 農林水産業費

事業開始年度 令和4年度 水産業費

事業進捗度 － 水産業振興費

当 初 予 算 額 13,279,000 円

予 算 現 額 13,279,000 円

決 算 額 12,884,896 円

地　方　債 7,400,000 円

そ　の　他 0 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,399,200 円 総事業費　　A+B 14,284,096 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【どじょう振興事業補助金】 7,783,225円 0円 7,400,000円 0円 383,225円

【その他事業】 5,101,671円 0円 0円 0円 5,101,671円

生産者（人） 養殖池面積（㎡） 生産数量（kg） 販売数量（kg）

39  49,958  3,747  3,903 

38  53,122  3,362  2,820 

36  53,900  3,983  3,911 

36  56,174  4,222  4,258 

38  57,522  4,116  3,701 

37  54,260  3,912  3,875 

38  54,260  3,685  3,443 

34  52,297  2,413  2,026 

33  52,297  3,142  3,018 

36  52,275  2,722  2,681 

　やすぎどじょう

予
算
科
目

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

一 般 財 源 5,484,896 円

　ブランドとしての「やすぎどじょう」の生産継続にはドジョウ養殖参入者の確保と組織育成が課題となってい
るため、養殖に係る経費が高騰する中において、良質なドジョウを安定的に生産するための補助事業を展開し
た。

　ドジョウ研究所主要施設を効率的に活用することによって、優良稚
魚を確実に生産し、また幼魚の年間確保を行い、一定基準まで到達し
たドジョウ養殖技術を定着させた。

　生産者の増、生産組織の経営改善により、ドジョウの安定生産体制
の整備を図った。

目
的

ドジョウの生産・出荷・販売体制の確立
により、地域ブランドとしての「やすぎ
どじょう」の産地づくりを推進する。


